[bookmark: _Hlk233814439]様式第１号
　　年　　月　　日


制度運営事務局　様


住所　
社名　
代表者職・氏名
　　　　　　　　　　　　　　　

令和８年度旅行商品開発サポート事業（国外）助成金交付申請書


　福井県への旅行商品造成等に向け、福井県の観光素材等の視察を実施したいので、助成金として、金　　　　　　　円を交付されるよう、次の関係書類を添えて申請します。
　本視察は、「視察に関する他の助成制度を利用したものでないこと」「福井県または公益社団法人福井県観光連盟から送客助成等を受けていない視察であること」を誓約します。


　関係書類
１　事業計画書（別紙様式有）
２　視察日程表（任意様式）
３　視察費用見積書・積算書（任意様式）
４　空港から福井県の往復に要する最も経済的かつ合理的な経路の
見積書・積算書（任意様式）
　　

　　　　　　　　《担当者》
	担当部署・担当者名
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	



事業計画書


１　視察目的



２　福井県内の視察期間　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日

３　実施人数　　名（予定）
	社名・団体名
	所属
	役職
	氏名

	
	
	
	

	
	
	
	


※行が足りない場合には、行を追加して記入すること。

４　実施内容（各視察先での主な目的・視察内容等）









５　福井県への送客の見通し（検討中の旅行商品の催行時期・本数・送客数等）









様式第２号
　　年　　月　　日


制度運営事務局　様

住所　
社名　
代表者職・氏名
　　　　　　　　　　　　　　　

令和８年度旅行商品開発サポート事業（国外）助成金　変更・中止　承認申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　年　　月　　日付けで交付決定を受けた助成事業について、変更　・　中止　となったので、令和８年度旅行商品開発サポート事業（国外）助成金実施要綱の規定に基づき、その承認を申請します。

１　変更・中止の内容



２　変更・中止の理由



３　助成金交付変更申請額
　　　既交付決定額（Ａ）　　　　金　　　　　　　　円
　　　変更承認申請額（Ｂ）　　　　金　　　　　　　　円
　　　差引増減額（Ｂ－Ａ）　　金　　　　　　　　円

４　変更後の事業計画書、視察日程表、視察費用見積書・積算書、
空港から福井県の往復に要する最も経済的かつ合理的な経路の見積書・積算書

　　別添のとおり


様式第３号
　　年　　月　　日


制度運営事務局　様

住所　
社名　
代表者職・氏名
　　　　　　　　　　　　　　　

令和８年度旅行商品開発サポート事業（国外）実績報告書

　　年　　月　　日付けで交付決定を受けた標記の事業が完了したので、令和８年度旅行商品開発サポート事業（国外）助成金実施要綱の規定に基づき関係書類を添えて報告します。


　関係書類
１　事業実施報告書（別紙様式有）
２　実際の視察行程表
３　事業に要した経費の精算書（任意様式）
４　助成対象経費すべての領収書(写)等、支払いの実績が確認できるもの













事業実施報告書


１　視察目的


２　福井県内の視察期間　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日

３　実施人数　　名
	社名・団体名
	所属
	役職
	氏名

	
	
	
	

	
	
	
	


※行が足りない場合には、行を追加して記入すること。

４　各視察先の視察内容、所感




５　各視察先および県内観光素材等の魅力向上に向けた意見、提案等






６　今後のツアー造成・福井県への送客の見通し
（今後検討する旅行商品の内容、催行時期、本数、送客数等）





※４、５の項目については、各観光施設、事業者等が意見、提案を反映できるよう具体的に記入すること。
様式第４号
　　年　　月　　日
制度運営事務局　様
住所　
社名　
代表者職・氏名　
発行責任者・担当者　
電話番号またはメールアドレス　

請　求　書

　　年　　月　　日付けで交付決定を受けた令和８年度旅行商品開発サポート事業（国外）について、下記のとおり助成金を請求します。
記

請求金額　　金　　　　　　　　　　円

	【振込先】（海外の口座の場合は、英語で記載してください）

	受取人名
NAME of ACCOUNT HOLDER
	

	受取人住所
ADDRESS of ACCOUNT HOLDER
	

	振込先銀行名
BANK NAME
	

	支店名
BRANCH NAME(SWIFT CODE)
	
※SWIFT CODEも記載すること

	銀行(支店)住所
BANK(BRANCH) ADDRESS
	

	口座番号
ACCOUNT NUMBER
	
※日本の銀行口座の場合は口座種別（普通or当座）を記載すること


送金に要する手数料は、申請者が負担することとし、事務局は確定した助成額から送金に要する手数料を差し引いた金額を振り込む。なお、日本国外へ送金する場合、送金に要する手数料が高額となるため、申請者は注意すること。

